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平
成
23
年
度
の
就
職
状
況
と

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
新
た
な
取
り
組
み

　

平
成
23
年
度
の
就
職
状

況
に
つい
て
、
前
半
戦
は
東

日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

諸
問
題
に
よ
っ
て
、
本
州

を
中
心
と
し
た
各
企
業
の

採
用
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

ま
ず
、
そ
の
影
響
が
道
内

企
業
に
も
波
及
し
ま
し
た
。

本
学
学
生
の
就
職
活
動

も
、
例
年
よ
り
遅
い
展
開

と
な
り
ま
し
た
が
、
学
生

た
ち
の
不
断
の
努
力
の
結

果
、
最
終
的
に
は
就
職
率

と
進
路
決
定
率
と
も
に
前

年
度
並
み
の
実
績
ま
で
持

ち
直
し
ま
し
た
。

　

学
び
の
分
野
別
に
見
て

い
き
ま
す
と
、
福
祉
関
連

で
は
、
そ
の
分
野
の
人
材

需
要
が
伸
び
て
い
な
が
ら

も
、
就
職
率
に
直
結
し
て

い
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
職
務
内
容
よ
り
も

勤
務
地
域
を
優
先
さ
せ
る

な
ど
、
や
や
狭
い
視
野
で

就
職
活
動
を
進
め
て
し
ま

う
こ
と
も一因
で
す
。
福
祉

分
野
は
比
較
的
転
職
し
や

す
い
環
境
な
の
で
、
ま
ず

は
仕
事
本
位
で
確
か
な

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
そ
れ
か

ら
長
く
働
き
た
い
地
域
へ

移
転
す
る
こ
と
も
十
分
可

能
で
す
。

　

逆
に
ア
ー
ト
関
連
を
学

ぶ
学
生
は
、
需
要
が
潤
沢

と
は
い
え
な
い
デ
ザ
イ
ナ
ー

な
ど
の
専
門
職
に
固
執
し

す
ぎ
る
面
が
あ
り
ま
す
。一

般
企
業
に
お
い
て
も
、
学

生
時
代
に
培
っ
た
感
性
を

活
か
し
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
作

成
な
ど
で
経
営
に
貢
献
で

き
れ
ば
、
大
き
な
や
り
が

い
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
時
間
軸
を

長
く
捉
え
、
か
つ
仕
事
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
く
見
渡
す

視
野
を
も
っ
て
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
を
描
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
分
野
に
つ

い
て
は
、
学
内
に
お
け
る

教
員
採
用
試
験
対
策
な
ど

充
実
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

反
映
さ
れ
、
教
育
・
保
育

の
現
場
へ
と
高
い
率
で
学
生

を
輩
出
で
き
て
い
ま
す
。

短
期
大
学
部
・
こ
ど
も
学

科
に
い
た
っ
て
は
、
３
年
連

続
で
就
職
率
１
０
０
％
を

達
成
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
を
学
ぶ

学
生
の
就
職
率
も
高
い
数

字
を
示
し
て
い
ま
す
。
部

活
動
を
通
じ
て
組
織
の
人

間
関
係
を
学
び
、
礼
儀
や

あ
い
さ
つ
を
自
然
と
身
に
つ

け
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
競

技
力
向
上
を
目
指
し
て
多

く
の
壁
を
乗
り
越
え
よ
う

と
す
る
経
験
が
、
就
職
活

動
の
各
場
面
で
活
き
て
く

る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
枠
に
限
ら

ず
、
学
生
時
代
に
は
目
標

を
立
て
て
困
難
に
挑
戦
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
企
業

の
人
事
担
当
者
も
そ
の
点

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
家
庭
で
も
、
お
子
さ

ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
卒
業
生
で
人

事
を
担
当
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
に
は
、Ｏ
Ｂ
訪
問

の
お
申
し
出
な
ど
、
随
時

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の一

層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
将
来

を
し
っ
か
り
構
想
で
き
る

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
力
を
養

成
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　　

日
々
学
生
と
接
し
て
い

る
と
、
言
わ
れ
た
こ
と
だ

け
を
や
る
、
す
ぐ
に
答
え

を
欲
し
が
る
と
いっ
た
姿
勢

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
就
職
内
定
は
、
そ
こ

か
ら
脱
皮
し
て
こ
そ
、
ぐ
っ

と
近
づ
き
ま
す
。
相
手
の

要
求
を
超
え
る
も
の
を
自

分
で
考
え
て
生
み
出
し
、

しっか
り
伝
え
ら
れ
る
能
力

が
重
要
な
の
で
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年

度
、こ
う
し
た
”考
動
力
“や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向

上
を
目
的
と
し
て
、
少
人

数
制
の
「
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ワ
ー
ク
」
な
ど
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
拡
充
し
ま
し
た
。

夏
休
み
の
３
日
間
、
札
幌

の
ビ
ジ
ネ
ス
街
で
９
〜
17
時

に
ス
ー
ツ
着
用
で
行
っ
た「
集

中
就
活
ゼ
ミ
」
や
、
左
欄

で
ご
紹
介
す
る
「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
サ
ー
ク
ル
」
も
そ

の一環
で
す
。

　

入
学
直
後
の
「
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
起
点
と
し
て

就
職
内
定
ま
で
、
今
後
も

効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
積

極
的
に
導
入
し
、一貫
し
た

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

～× 翔る～

p.6 communication

2012年8～12月の行事予定

p.4 activity

クラブ・サークル活動報告

学生たちが
多彩に活躍

p.5 management

平成23年度
事業概要報告

かけ

伊藤 みどり

北翔大学 同窓会
「淑萃会」会長

川﨑 直樹×
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　本学では、このところの経済不況により就学の継続が困難な学
生が増加しており、学生への支援とあわせて、良質な教育環境を
今後も維持していくために、寄付金を募集しています。
　ご支援を賜りました寄付金は有効に活用させていただき、有能
な人材の輩出、社会に役立つ研究成果を通して、広く社会に還
元し、貢献してまいります。
　ご寄付をいただいた金額に税制上の優遇措置を受けることが
できますので、企業等法人及び個人の皆さまのご支援、ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

［募集期間］ 平成26年6月まで（常時受け入れさせていただきます）

お問い合わせは企画部企画広報課まで
詳細は本学ホームページ
http://www.hokusho-u.ac.jpをご覧ください。

北翔大学 寄付金募集のご案内

　本学の建学の精神は、自立の手段を持たず狭い社会に閉じ込
められていた女性の、職業的技能と教養を身につけることを目指す
という当時としては「時代を先取りする精神」をもっていました。社
会は大きく変わり、今日、女性に限らず一人一人が人間として幅広
い教養を身につけ、自律的な社会人を育成していくことが求められ
ています。本学は、時代を先取りする精神性を現在に生かし、新た
な共生社会の創造をめざし、現代人にふさわしい専門的実践能力
を身につけた「時代を切り開く人材」の育成をめざします。

建学の精神

　学校法人浅井学園は、人間関係の基本として大切な「愛」と
「和」を教育理念に掲げて70年の歴史を刻んでまいりました。近
年、大学としてさらに「英知」を加え、確かな知識に裏打ちされた教
育の拠点を目指しています。

教育理念

「愛と和と英知」

人間の存在
とその価値を

認め尊敬していきたい
と願う温かな心情、誠
実、真心。地球規模で
の人類の発展と平和
を願い、共生社会に
生きる人間の育成。

愛 互いの違い
を理解したう

えで取り結ばれる平
和を希求する心、友
情、協調性。他者へ
の深い理解と柔軟で
寛容な精神の育成。

和 深遠な道
理を探求

し、深い知性、実践的
な知恵。真の実在や
心理を捉えることの
できる認識力・実践
力の育成。

英知

「女性の社会的地位の向上を目指し、
女性にふさわしい職業的技能と

幅広い教養を身につけた、自立できる
社会人の育成」

共 通 行 事 予 定

大
学
４
年
、短
大
２
年
の
学
生
た
ち
の
就
職
活
動
が
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の
季
節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度（
平
成
23
年
度
）の
就
職
率・進
路
決
定
率
の
デ
ー
タ
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

就
職
状
況
の
総
括
と
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

キャリア支援センター長
スポーツ教育学科 教授
菊地 はるひ

学　部

※ 介護福祉学科、生活福祉学科は平成21年度入学生から地域福祉学科、医療福祉学科
※ 健康プランニング学科は平成21年度入学生からスポーツ教育学科
※ 就職率＝就職を希望した者のうち就職した者の率　
※ 進路決定率＝就職・進学を希望した者のうち就職・進学した者の率

学　科
就職率 進路決定率

H21年度 H22年度 H23年度 H21年度 H22年度 H23年度
介護福祉
生活福祉
福祉心理

88.1%
90.4%
75.0%

93.3%
94.3%
85.0%

92.1%
76.7%
78.8%

88.2%
90.9%
76.2%

93.3%
94.4%
86.4%

92.1%
78.1%
81.1%

健康プランニング
芸術メディア
学習コーチング

91.8%
69.7%
98.0%

95.3%
85.2%
94.8%

96.9%
75.8%
94.3%

92.2%
76.7%
98.1%

95.5%
88.9%
94.9%

97.0%
79.5%
94.4%

人間福祉

生涯学習
システム

87.4% 92.8% 89.9% 88.2% 93.2% 90.4%合　計

学　科
就職率 進路決定率

H21年度 H22年度 H23年度 H21年度 H22年度 H23年度
人間総合
こども
合　計

74.5%
100.0%
91.7%

74.0%
100.0%
90.9%

85.2%
100.0%
97.2%

83.6%
100.0%
93.8%

79.7%
100.0%
92.1%

90.0%
100.0%
97.7%

■過去３年間の就職率・進路決定率

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

サ
ー
ク
ル

　

本
サ
ー
ク
ル
は
女
子
学
生

を
対
象
に
今
年
度
か
ら
発

足
。
３
年
生
を
中
心
に
約
10

名
の
メ
ン
バー
が
週
１
回
、キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
動
中

で
す
。

　

女
子
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
出
産

や
育
児
な
ど
想
定
す
べ
き
要

素
が
多
く
、
長
い
人
生
を
見

据
え
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が

重
要
で
す
。
そ
の
き
っか
け
づ

く
り
と
し
て
、
本
サ
ー
ク
ル
で

は
学
生
主
体
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
展
開
。
仲
間
の
意
見
や

最
新
ニュ
ー
ス
に
触
れ
、
ま
た

自
分
の
思
い
を
上
手
に
伝
え

る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、

自
ら
の
歩
む
道
を
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。
今
後
は
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
女
性
を
ト
ー
ク
ゲ

ス
ト
に
お
招
き
す
る
予
定
も

あ
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
随
時
募
集
中
で

す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

p.2～3 campus
キャンパスアーカイブ
2012年3月～8月の
出来事

”考
動
力
“と

”伝
え
る
力
“を
醸
成

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
両
輪
に

キャリア支援センター
担当課長 長堀 一之



【2】学園新聞  2012.8.24 fri

人間福祉学部ニュース生涯学習システム学部ニュース

対人援助研究会 始動
　5月から、北翔大学臨床心理センター主催による「対人援助研究会～福祉・医療・教育の実践から心
と生活の支援を再考する～」が始動しました。人間福祉学部の教員は話題提供者として、参加された地
域の方 と々共に、ささやかでも「人の支援にかかわる上で，普遍的に大切な事は何か」、について多角的
に考えています。また研究会では日本臨床心理士会会長の村瀬嘉代子先生（本学客員教授）をコメン
テーターとして迎え、学部生や大学院生も参加し議論を深めています。今後は10月16日、11月20日、12

月18日（すべて火曜日18時45
分から）の3回が予定されてい
ます。お申込・お問い合わせ
は、北翔大学臨床心理セン
ターへお願いします。
（011-386-8011代表）

学習コーチング学科芸術メディア学科
　私たち、地域密着型
自主活動チーム「がっ
きーず」は、学習コーチ
ング学科の学生が中
心となり、遊びを通して

「ふしぎ」をキーワードに、子どもたちが自ら体験し
学ぶことの出来る実験工作を提供しています。メ
ンバーの多くはJAXAが主催する宇宙教育指導
者セミナーを受講し、スキルアップに努めています。
近隣の小学校で観測会や実験教室を行い、今年
は、「宇宙の学校」も８月からスタートします。
文責：学習コーチング学科中山ゼミ４年 新谷 柚
紀／吉村倖一郎

　7月29日（日）「環境広場さっぽろ2012」（アクセ
ス札幌）のエコnaファッションショーに、服飾美術
コースの作品製作、モデルと、音楽コース１年生
の演奏のコラボレーションを発表しました。
　美深町の「呼布の会」の皆様から譲り受けた和
服を材料に「裂き織」の技法で作られた作品と三

味線の生演奏
のベストマッチ
が会場の皆様よ
り高い評価を頂
戴しました。

　

日
本
中
の
多
く
の
人
々

が
早
朝
の
空
を
見
上
げ
た
、

５
月
21
日
の
「
金
環
日

食
」。
北
海
道
で
は
７
時
50

分
ご
ろ
、
最
大
84
％
が
欠

け
る
素
晴
ら
し
い
部
分
日

食
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
習
コ
ー
チ
ン
グ
学
科
に

は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
）
主
催
の

宇
宙
教
育
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
を
受
講
し
た
学
生
が

中
心
と
な
って
活
動
し
て
い

る
「
が
っ
き
ー
ず
」
と
い
う

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
同

グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
学
生

15
名
は
日
食
当
日
、
本
学

近
隣
の
文
京
台
小
学
校
で

観
察
会
を
企
画
。
早
朝
に

も
か
か
わ
ら
ず
１
０
０
人

ほ
ど
の
同
校
児
童
が
集
ま

り
、
薄
曇
り
の
中
か
ら
時

折
顔
を
出
す
三
日
月
状
の

太
陽
に
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。

　

寒
い
中
で
の
観
察
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
笑
顔
の
子

ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
た
メ

ン
バー
に
とって
は
心
温
ま
る

大
満
足
の
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

成
24
年
度
入
学
式

平
　
４
月
３
日
、
午
前
10
時

よ
り
北
翔
大
学
大
学
院
・

北
翔
大
学
・
北
翔
大
学
短

期
大
学
部
の
入
学
式
が
、

浅
井
記
念
館
に
て
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

入
学
生
総
計
は
６
３
３
名

で
す
。
北
翔
大
学
の
相
内

眞
子
学
長
と
北
翔
大
学
短

期
大
学
部
の
齊
藤
徹
学
長

に
よ
る
式
辞
を
、
希
望
に

あ
ふ
れ
る
表
情
で
聴
き
入
っ

て
い
た
新
入
生
た
ち
。
本

学
の
機
能
を
活
か
し
き
り
、

全
員
が
大
き
く
成
長
し
て

社
会
へ
巣
立
っ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
韓
国
・
培
花

女
子
大
学
と
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。
５
月
23
〜

29
日
に
は
同
大
幼
児
教
育

科
の
３
年
生
21
名
と
引
率

の
先
生
２
名
が
来
訪
し
、

『
第
15
回
培
花
女
子
大
学

幼
児
教
育
科
研
修
』
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

研
修
学
生
は
１
週
間
の

滞
在
期
間
中
、
こ
ど
も
学

科
の
授
業
を
受
講
し
た
り
、

大
麻
幼
稚
園
や
第
２
大
麻

幼
稚
園
で
園
児
と
交
流
し

た
ほ
か
、
札
幌
や
小
樽
市

内
の
観
光
も
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
交
流
パー
テ
ィ

で
は
、
こ
ど
も
学
科
の
学
生

が
アコー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
を
、

培
花
の
学
生
は
韓
国
の
手

遊
び
歌
、「
少
女
時
代
」の
ダ

ン
ス
、
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
で
の
伝

統
舞
踊
を
披
露
し
、
再
会

を
約
束
し
あって
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ふ
れ
あ
い
は
、

本
学
学
生
に
とって
も
異
文

化
交
流
の
良
い
チ
ャ
ン
ス
と

なって
い
ま
す
。

　

北
海
道
置
戸
高
等
学
校

（
佐
藤
久
道
校
長
）
と
、

北
翔
大
学
（
相
内
眞
子
学

長
）
及
び
北
翔
大
学
短
期

大
学
部
（
齊
藤
徹
学
長
）

と
の
高
大
連
携
協
定
調
印

式
が
３
月
12
日
、
置
戸
高

等
学
校
に
て
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
学
か
ら
は
、
人

間
福
祉
学
部
長
・
林
恭
裕

教
授
が
、
事
前
に
大
学
・

短
期
大
学
部
の
両
学
長
に

よ
り
署
名
捺
印
さ
れ
た
協

定
書
を
持
参
し
て
調
印
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
学
部
福
祉

心
理
学
科
の
川
﨑
直
樹
准

教
授
が
『
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心

の
科
学
〜
強
み
の
タ
ネ
発

見
ワ
ー
ク
』
と
題
し
、
同
校

生
徒
を
対
象
と
し
た
指
導

プログ
ラ
ム
を
実
施
。
福
祉

や
対
人
援
助
に
重
要
な「
強

み
」
を
見
つ
け
活
用
す
る

た
め
の
視
点
や
方
法
に
つい

て
、
講
義
と
体
験
型
の
ワ
ー

ク
を
行
い
、
高
校
生
の
啓

発
と
交
流
に
努
め
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
、
今

後
は
教
員
の
共
同
研
究
や
、

本
学
教
員
の
同
校
派
遣
な

ど
の
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
本
学
で
は
北
海

道
有
朋
高
等
学
校
（
村
田

政
孝
校
長
）
と
の
高
大
連

携
協
定
も
実
施
す
る
運
び

と
な
り
、
４
月
23
日
に
本

学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン

タ
ー
（
ポ
ル
ト
）
に
て
調
印

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
協
定
に
基
づ
き
、
今

後
は
同
校
生
徒
に
多
様
な

学
習
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
教
員

の
共
同
研
究
、
本
学
教
員

の
同
校
派
遣
、
本
学
施
設

を
利
用
し
て
の
授
業
体
験

な
ど
の
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

授
業
体
験
で
所
定
の
成

績
を
修
め
た
生
徒
に
は

「
高
大
連
携
科
目
単
位
認

定
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

同
単
位
は
有
朋
高
校
で
の

単
位
と
し
て
認
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
本
学
に
入
学

し
た
際
に
も
単
位
と
し
て
認

め
ら
ま
す
。 

2012年3月～8月の出来事
国
・
培
花
女
子
大
学

幼
児
教
育
科
の
学
生
が
来
訪

韓

別
高
校
の
女
子
、図
書
館
で
働
く

江

習
コ
ー
チ
ン
グ
学
科
学
生
の

日
食
観
察
会
に
児
童
１
０
０
人

学

戸
高
校
、有
朋
高
校
と

高
大
連
携
協
定
を
締
結

置
　

6
月
21
日
･
22
日
、
北

海
道
江
別
高
等
学
校
か
ら

の
依
頼
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
生

活
デ
ザ
イ
ン
科
3
年
生
の

女
子
9
名
を
受
け
入
れ
、

そ
の
う
ち
6
名
が
図
書
館

で
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
の
恒
例

行
事
で
す
。
書
架
の
乱
れ

を
直
す
「
書
架
整
備
」、

本
に
ラ
ベ
ル
な
ど
を
貼
る

「
図
書
装
備
」、
貸
出
･
返

却
を
受
け
付
け
る
「
カ
ウ

ン
タ
ー
業
務
」
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
工
夫

し
た
丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
で
、

2
日
間
の
作
業
量
を
全
員

が
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
し
て
い

ま
し
た
。
実
は
、
同
校
に

限
ら
ず
就
業
体
験
す
る
生

徒
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
分

の
作
業
量
を
実
際
よ
り
も

相
当
少
な
く
見
積
も
る
の

で
す
。「
自
分
は
、
も
っ
と

ス
ゴ
い
」
と
い
つ
も
励
ま
し

ま
す
。
今
年
の
女
子
は
進

路
も
明
確
で
、「
好
き
な

仕
事
な
ら
、
辛
い
こ
と
で

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と

エー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

2012  from March to August

キャンパス・アーカイブ

［１年次入学生］
・大学院
・人間福祉学部
・生涯学習システム学部

・生涯スポーツ学部
・短期大学部

［編入学生］
・人間福祉学部
・生涯学習システム学部

・生涯スポーツ学部

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13名
・・・・・・・・・・・・・111名

104名

・・・・・・・・192名
・・・・・・・・・・・・・・・・187名

・・・・・・・・・・・・・・・・・2名
21名

・・・・・・・・・・・・3名

年 月～ 月のキャンパス・アーカイブ

Campus Archive
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生涯スポーツ学部ニュース短期大学部ニュース

平成24年度　新任教員４名が着任しました市町村立保育士受験勉強会
　こども学科では、平成24年5月11日(2年対象)・6月25日(1･2年対象)に、
市町村立保育士を目指す学生を対象とした勉強会を開催しました。
　この勉強会は、今年の3月に卒業し、現在、札幌市立保育園で勤務
する田中宣大さんを迎え、昨年度の札幌市立保育士試験に合格した
実体験をもとに、試験準備や面接対策の方法を丁寧に解説していた
だきました。
　昨年度は、札幌市・士別市・北見市・登別市・黒松内町・天塩町の市町
村立保育士試験に、6名のこども学科の学生が合格しています。
　勉強会は多くの意欲的な参加学生が集まり、実際に合格した先輩から
のアドバイスを受け、大変真剣な眼差しで話を聴く学生達の姿が見られ
ましたので、今年度は昨年度を超える合格者を期待しているところです。

①応用人類学
②身体発育・発達論、北海道学
③学生の頃はバスケの選手でした。近頃
は山登が好きになりました。近未来の生涯
スポーツのあり方を共に科学的に考えて
いきましょう。

①健康科学、疫学、老年学
②スポーツ老年学、スポーツ社会学
③人が生涯にわたって健やかで豊かであ
るために、運動を通じて自分を活かしてい
きましょう。どうぞよろしくお願い致します。

①運動生理、環境生理、健康科学
②トレーニング論、トレーニング演習
③何かに興味を抱きやりたいことが見つ
かったとき、今まで以上の力がわいてきま
す。そんなときは、躊躇することなく始めて
みましょう。

①スポーツ運動学、体操競技方法論
②器械運動、スポーツ運動学
③今年度からスポーツ教育学科の所属と
なりました。専門種目は体操競技、器械運
動です。これまでと同様によろしくお願いし
ます。

①専門分野　②主な担当科目
③学生・保護者へのメッセージ

横山 眞太郎 教授

小坂井 留美 准教授

井出 幸二郎 准教授

佐藤 晋也 准教授

　

本
学
大
学
院
で
は
、
来

年
度
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研

究
科
」（
修
士
課
程
）
の
開

設
を
目
指
し
、
文
部
科
学

省
へ
設
置
認
可
申
請
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
学
院
に
は
現
在
、
人

間
福
祉
学
研
究
科
と
生
涯

学
習
学
研
究
科
を
設
置
し

て
お
り
、
同
研
究
科
の
誕

生
に
よって
学
部
と
大
学
院

の
教
育
・
研
究
が
全
面
的

に
対
応
し
、
よ
り
充
実
し

た
高
等
教
育
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
体
制
が

整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

同
研
究
科
の
目
的
は
、

北
海
道
を
含
む
氷
雪
寒
冷

圏
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
発
展
に
向
け
た
、

指
導
的
役
割
を
担
う
人
材

の
養
成
で
す
。
そ
の
基
礎

理
論
を
身
に
つ
け
る
「
基

礎
教
育
領
域
」
と
、
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
３
分
野
（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
教
育
研
究
、

応
用
健
康
科
学
教
育
研

究
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
教
育

研
究
）
を
設
け
た
「
応
用

教
育
研
究
領
域
」
で
編
成

し
、
よ
り
高
度
な
研
究
を

目
指
し
ま
す
。

　
７
月
21
・
22
日
、
今
年

度
２
回
目
の
「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パス
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
ションコ
ピ
ー
に
も
なって

い
る
「
笑
顔
の
た
め
に
、
学

ぶ
。」
を
テ
ー
マ
に
、
学
生

サ
ー
ク
ル「
Ｔｅａｍ 

Ｐ
Ａ
Ｌ・

Ｃ（
パ
ル
・
シ
ー
）」
が
主
体

と
なって
企
画
・
運
営
を
担

当
。
２
日
間
で
のべ４
０
０

名
超
の
参
加
者
が
集
まった

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
熱
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
入
試
制

度
の
説
明
、
学
科
ご
と
の

個
別
相
談
、
体
験
授
業
、

無
料
学
食
体
験
、
キ
ャ
ン
パ

スツ
ア
ー
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
見
学
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
。
さ
ら
に
日
本

学
術
振
興
会
の
委
託
事
業

「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ

イ
エン
ス
〜
よ
う
こ
そ
大
学

の
研
究
室
へ
〜
」
も
、
体

験
授
業
の一つ
と
し
て
同
時

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
人
間
福
祉
学

部
・
福
祉
心
理
学
科
の
今

野
洋
子
教
授
が
、「
保
健

室
の
先
生
（
養
護
教
諭
）

に
な
っ
ち
ゃ
お
う
」
と
い
う

授
業
タ
イ
ト
ル
で
講
師
を
担

当
。
養
護
教
諭
の
仕
事
を

体
験
で
き
る
モ
デ
ルロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
終

了
後
は
参
加
者
に
日
本
学

術
振
興
会
か
ら
「
未
来
博

士
号
」
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
事
業
は
、
科
学
研
究

費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成

果
を
児
童
・
生
徒
に
発
信

し
、
科
学
の
楽
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
知
的
創
造
性
を

育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
野
教
授
は
、「
大
学
の
研

究
に
つい
て
知
って
も
ら
う
こ

と
の
で
き
る
良
い
機
会
。
ぜ

ひ
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

次
回
開
催
に
も
意
欲
的
で

す
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パス
も
、
こ
の
よ
う
に
多
様

な
企
画
を
通
し
て
学
生
と

高
校
生
が
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
本
学
の
魅
力
と
学
生

生
活
の
楽
し
さ
を
来
場
者

に
伝
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

夏

　
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
」

は
、
学
生
が
自
己
の
将
来

設
計
（
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
）

を
認
識
し
、
社
会
人
に
な

る
た
め
の
基
礎
力
を
身
に

付
け
、
目
指
す
職
業
に
つ

な
が
る
資
格
を
取
得
し
て
、

自
己
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
と

将
来
の
進
路
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
学
べ
る
学
科
と
し
て

２
０
１
２
年
４
月
、
従
来
の

「
人
間
総
合
学
科
」
の
目

的
を
継
承
し
つつ
、
時
代
の

要
請
に
合
致
し
た
教
育
内

容
と
し
て
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、
教
育
課
程
の

見
直
し
を
図
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
１
年
目
前
学
期
の
「
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
で
は
、
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
（
将
来
設

計
）
を
確
か
に
す
る
た
め

に
、
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を

知
り
、
２
年
後
の
自
分
を

よ
く
考
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、（
１
）
自
分

の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
確
か

に
す
る
（
２
）
文
書
作
成

を
通
し
て
日
本
語
の
使
い
方

や
意
味
を
知
る
（
３
）「
働

く
こ
と
」「
社
会
を
知
る
」

を
到
達
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

こ
の
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」

を
通
し
て
入
学
し
た
学
生

が
自
ら
の
将
来
を
自
分
で

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

海
道
初
の
ス
ポ
ー
ツ
系
大
学
院

〜
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科（
修
士
課
程
）設
置
認
可
申
請
中
〜

北

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」で
自
分
の

将
来
・
自
分
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン

「
ラ

応用健康科学
教育研究分野
健康づくりの
理論化と実践

スポーツ教育学
教育研究分野
スポーツ指導法の
体系化

スポーツ科学
教育研究分野
スポーツ動作の
理論化

【研究科名称】生涯スポーツ学研究科
【専攻名称】生涯スポーツ学専攻（２年制修士課程）
【入学定員】 ６名
【取得できる学位】修士（スポーツ科学）
※研究科・専攻名称等については、今後の審査過程において変更が生
　じる可能性があります。
【取得できる教員免許】中学校・高等学校教諭専修免許状
（保健体育）
※ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の内
　容が変更となる可能性があります。

［基礎教育領域］

［応用教育研究領域（3分野）］
生涯スポーツ学研究科の教育課程の編成

氷雪寒冷圏域における生涯スポーツの基礎理論

　
８
月
４
日
、「
北
翔
大

学
大
学
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ーマ

は
「
Ｃ
ｉｒｃ
ｌｅ
」。
大

学
を
飛
び
出
し
、
近
隣

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パス
内
は
出
店
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
に
ぎ
わ

い
、
野
外
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
実
行
委
員
企
画
や
学

生
ラ
イ
ブ
も
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、

江
別
特
産
品
の
出
店
開

設
や
、
被
災
地
復
興
支

援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ

リ
ーマ
ー
ケッ
ト
、
震
災
写

真
展
を
行
い
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。

　

学
科
企
画
も
、
こ
ど

も
学
科
が
地
域
の
親
子

連
れ
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
こ
ど
も
の

国
」
を
は
じ
め
、
芸
術
メ

デ
ィ
ア
学
科
と
人
間
総
合

学
科
の
学
生
た
ち
の
セ
ン

ス
が
光
っ
た
「
ファッ
シ
ョン

ショ
ー
」、
猫
た
ち
が
癒
や

し
の
空
間
を
演
出
す
る
福

祉
心
理
学
科
の
「
ね
こ
カ

フェ」
な
ど
多
彩
。
人
間

福
祉
学
部
の
「
ほ
っ
こ
り

メ
ー
ル
プロジェク
ト
」
授
賞

式
（
下
記
）
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
ラ
ス
ト
を
彩
った
の
は
恒

例
の
打
ち
上
げ
花
火
。
夜

空
に
も
大
き
な
「
輪
」
が

生
ま
れ
、
今
年
の
大
学

祭
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　人間福祉学部では５～７月、ＡＩＲ－Ｇ（エフエム北海道）との共催で『ほっこりメールプロ
ジェクト』を実施。日常生活の「ほっこり」体験を短文にまとめて、多くの人と共有しようという

企画で、毎週火曜21時に放送中の番組「ＤＡＳＨ９」
の１コーナーとして展開しました。
　道内をはじめ全国から幅広い年齢層の方にご応
募いただいた作品は全部で174通。その中から優秀
な作品をＭＶＨ（もすと・ゔぁりあぶる・ほっこり）賞［最優
秀賞１名・優秀賞３名・佳作５名］として選定し、大学
祭・野外ステージにて授賞式を行いました。
　最優秀賞に輝いたのは、札幌在住の18歳、橋本
唯利さん。部活帰りに地下鉄で立ちながら眠ってし
まった際、小さな子が座席を譲ってくれたという、かわ
いらしいエピソードで、誰もが納得の「ほっこり」でした。
　ステージには、番組ＤＪの６人組「ＥｖｅｒＺＯｎｅ」も登
場。ミニライブでの華麗なパフォーマンスに「ほっこり」
したファンも多かったようです。

「
つ
な
が
り
」を
実
感 

大
学
祭
、大
成
功
！

テ
ー
マ
は
”C
irc
le
〜
8
月
4
日
。さ
ぁ
…
来
る
？？
“

表彰式 ＆ 
EverZOne
ミニライブ！
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５
月
18
〜
20
日
、
円
山

公
園
陸
上
競
技
場
に
て

『
北
海
道
学
生
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競

技
部
の
選
手
は
、
女
子
走

幅
跳
の
平
加
有
梨
奈
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科
３
年
）

が
大
会
新
記
録
で
3
連
覇

を
果
た
し
た
ほ
か
、
全
11
種

目
で
優
勝
し
、
全
日
本
イ
ン

カ
レ
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　

な
お
女
子
が
44
回
目
の

総
合
優
勝
、
男
子
は
総
合

2
位
と
な
り
ま
し
た
。
優
勝

種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
男
子
ハンマ
ー
投

／
近
藤
勇
介
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
2
年
）

○
男
子
１
０
０
０
０ｍ
競
歩

／
伊
藤
佑
樹
（
人
間
総
合

学
科
２
年
）

○
女
子
１
０
０ｍ・２
０
０m

／
山
谷
有
里
紗
（
学
習

コー
チ
ン
グ
学
科
4
年
）

○
女
子
５
０
０
０m
・
３
０

０
０m
障
害

／
山
下
裕
未
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
1
年
）

○
女
子
走
幅
跳

／
平
加
有
梨
奈

○
女
子
円
盤
投

／
今
あ
か
り
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
１
年
）

○
女
子
三
段
跳

／
丸
山
優
花
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
１
年
）

○
女
子
棒
高
跳

／
下
内
沙
織
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
４
年
）

○
女
子
４
×
１
０
０m
リ

レ
ー
／
平
加
有
梨
奈
、
山

谷
有
里
紗
、
磯
谷
桃
子
、

仲
澤
由
依

女
子
が
北
海
道
イ
ン
カ
レ

44
回
目
の
総
合
優
勝
！

女
子
が
団
体・個
人
で

北
海
道
を
制
覇
！

陸
上
競
技
部
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Results  ults  Club, CircleClub, Circle
andand
OtherOther
ActivitiesActivities

The
in 

　
４
月
21
・
22
日
に
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た『
ス

ズ
キ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
２　

第
23
回
世
界
エア
ロ

ビッ
ク
選
手
権
大
会
』に
は

フ
ラ
ン
ス
、
ル
ーマニア
な
ど

　

6
月
6
〜
10
日
の
5
日

間
に
わ
たって
、
全
2
7
1

チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
『
第
21
回

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
』。
札
幌
市
内
の
19

会
場
で
、
各
チ
ー
ム
の
パ

フォ
ーマン
ス
が
観
客
の
目
を

釘
付
け
に
し
ま
し
た
。

　
本
学
の
Y
O
S
A
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
サ
ー
ク
ル
〜
友
和

（
と
わ
）〜
も
、
各
会
場
で

心
を
込
め
た
熱
き
演
舞
を

披
露
し
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「
心
燃
え
る
光
」。

静
か
な
闇
か
ら
徐
々
に
夜
が

明
け
て
ゆ
き
、
太
陽
の
光

と
と
も
に
心
が
燃
え
上
が
る

イ
メ
ー
ジ
を
、
曲
、
衣
装
、

振
り
付
け
を
組
み
合
わ
せ

て
表
現
し
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
か
ら
メ
ン
バ
ー
全

員
で
力
を
合
わ
せ
て
準
備

し
て
き
た
結
果
、
携
帯
人

気
投
票
で
15
位
と
い
う
高

評
価
を
獲
得
し
ま
し
た
。

の
強
豪
国
を
含
む
18
カ
国

が
参
加
。
本
大
会
の
ミック

スペア
部
門
に
ス
ポ
ー
ツ
教
育

学
科
１
年
の
是
枝
亮
さ
ん

が
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、
見
事
８
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

是
枝
さ
ん
は
５
月
29
日

〜
６
月
３
日
に
ブ
ル
ガ
リ

ア
・
ソ
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ

た『
国
際
体
操
連
盟
主
催

第
12
回
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
世
界

選
手
権
大
会
』に
出
場
。

結
果
は
15
位
と
な
り
、
目

標
と
し
て
い
た
決
勝
に
進
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
世
界
の
舞
台
で
大
き

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
の
是
枝
さ

ん
の
国
際
大
会
で
の
活
躍
に

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

是
枝
亮
さ
ん
が

世
界
選
手
権
に
出
場
！

北
翔
ア
ン
ビ
エ
ン
ト

学
生
と
教
職
員
が

Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
意
見
交
換

ス
ポ
ー
ツ

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　
　

　
５
月
11
〜
13
日
に
旭
川

で
開
催
さ
れ
た
『
平
成
24

年
度
春
季
北
海
道
学
生
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
』
に
て
、

ソ
フ
ト
テ
ニス
部
女
子
が
見

事
、
団
体
戦
１
部
優
勝
。

個
人
戦
で
も
黒
瀬
育
美
・

長
内
亜
紗
美
（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
３
年
・
人
間
総
合

学
科
〈
現
・
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
学
科
〉
２
年
）
が
頂
点
に

輝
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
、
同
部
は
６
月
19
〜

21
日
の
『
全
日
本
大
学
ソフ

ト
テ
ニ
ス
王
座
決
定
戦
』

（
東
京
）
に
北
海
道
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
8
〜
10
日

の
『
第
34
回
北
海
道
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス

選
手
権
大
会
』（
野
幌
）
で

も
、
団
体
戦
優
勝
を
達
成

し
ま
し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

男
女
と
も
に
団
体
優
勝

10
名
が
イ
ン
カ
レ
へ
！

　
４
月
18
〜
22
日
の
『
第

54
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
大

会
』（
江
別
市
）
に
お
い
て
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
男
子
・

女
子
と
も
に
団
体
優
勝
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
17
〜
20
日

の
『
第
61
回
北
海
道
バド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会
』（
岩

見
沢
市
）
で
は
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
の
廣
坂
貴
史
（
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
３
年
）・

小
野
拓
也
（
同
３
年
）
と
、

女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
本
田
恵
利

奈
（
学
習
コ
ー
チ
ン
グ
学
科

１
年
）・
野
村
有
美
（
ス

ポ
ー
ツ
教
育
学
科
１
年
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。
同
大
会

の
結
果
に
よ
り
、
こ
の
４
名

を
含
む
学
生
10
名
が
10
月

19
日
（
金
）
か
ら
兵
庫
県

で
開
催
さ
れ
る
『
第
63
回

全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
』（
イ
ン
カ
レ
）

の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し

た
。

　

大
学
で
の
学
び
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る「
ファ
カ
ル

テ
ィ
・
デ
ィ
ベロッ
プ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｄ
）」を
学
生
主
体
で
行

う
活
動
が
、
各
大
学
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
も

今
年
度
よ
り
学
生
Ｆ
Ｄ
ス

タッフ「
北
翔
ア
ン
ビエン
ト
」

が
結
成
さ
れ
、
週一度
の
例

会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
６
月
15
・
22
日
に
は
、

学
生
と
教
職
員
に
よ
る
話

し
合
い
の
場『
翔
タ
イ
ム
！
』

を
企
画
・
運
営
。
各
回
に

学
生
20
名
、
教
職
員
５
名

ほ
ど
が
参
加
し
、「
面
白
い

授
業
と
は
？
」な
ど
の
テ
ー

マ
で
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
ス
タッフ
の
１
人
、

佐
藤
弾
さ
ん（
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科
４
年
）は
、「
学
生

も
教
職
員
も
前
向
き
で
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
に

な
り
ま
し
た
」と
手
応
え
を

感
じ
て
お
り
、「
年
度
内
に

あ
と
数
回
で
き
れ
ば
」と
意

気
込
ん
で
い
る
様
子
。
ま

た
、
他
大
学
の
学
生
Ｆ
Ｄ

組
織
と
の
意
見
交
換
な
ど

も
積
極
的
に
行
って
い
く
と

の
こ
と
で
す
。

「
心
燃
え
る
光
」を

テ
ーマ
と
し
た
演
舞
を

50
人
の
踊
り
子
が
熱
演
！

Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン

サ
ー
ク
ル
〜
友
和
〜

と

わ

個人戦優勝の黒瀬・長内組

団体戦優勝メンバー

2 0 1 2  ク ラ ブ・サ ー ク ル・学 生 達 の 活 躍
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■
教
育
研
究
活
動
に
関
す
る
事
項

【
教
育
活
動
】
学
部
学
科

  

・
基
礎
学
力
の
不
足
し
た
学
生
対
応

と
し
て
、
基
礎
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
充

実
、
ゼ
ミ
を
中
心
と
し
た
教
育
支
援

体
制
の
強
化
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

ション
の
導
入
、
履
修
記
録
ノ
ー
ト
の

活
用
等
、
学
部
学
科
に
お
い
て
多
様

な
取
り
組
み
を
行
い
教
育
内
容
の
充

実
を
図
った
。

 

・
教
員
採
用
検
査
及
び
社
会
福
祉

士
等
の
各
種
資
格
取
得
の
合
格
率
向

上
に
向
け
て
は
、
学
部
学
科
等
の
指

導
に
加
え
、
教
職
セ
ン
タ
ー
主
催
の
教

員
採
用
検
査
対
策
学
習
会
、
エ
ク
ス

テ
ン
ション
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る

各
種
資
格
の
受
験
対
策
講
座
、
模

擬
試
験
講
座
等
を
実
施
し
た
。
教

員
採
用
検
査
に
つ
い
て
は
、
合
格
者

は
40
人
（
在
学
生
18
人
）（
昨
年
43

人
（
在
学
生
20
人
））
で
あ
り
、一
次

検
査
合
格
率
は
49
・
0
％
（
昨
年

36
・
6
％
）、
二
次
検
査
合
格
率
は

39
・
6
％
（
昨
年
50
・
6
％
）
で
あっ

た
。
ま
た
社
会
福
祉
士
の
合
格
者
は

24
人
（
在
学
生
6
人
）、
精
神
保
健

福
祉
士
は
3
人
（
在
学
生
3
人
）
と

前
年
度
（
同
31
人
（
在
学
生
8
人
）、

6
人
（
在
学
生
2
人
））
を
下
回
る

結
果
と
なった
。

 

・
学
科
の
教
育
効
果
の
向
上
に
つい
て

は
、
介
護
実
習
等
の
学
外
で
の
実
習
、

道
内
自
治
体
・
外
部
団
体
等
と
の
連

携
に
よ
る
授
業
、
学
外
発
表
会
等
各

学
科
の
特
色
を
活
か
し
た
授
業
を
展

開
し
た
。

 

・
教
員
F
D
に
つ
い
て
は
初
任
者
研

修
、
公
開
授
業
等
に
つ
い
て
実
施
し

た
。
学
生
F
D
に
つい
て
は
、
山
形
大

学
の
学
生
F
D
会
議
への
参
加
等
意

欲
的
に
取
り
組
ん
だ
。

 

・
大
学
生
の
就
業
力
育
成
事
業
に
つ

い
て
は
事
業
２
年
目
と
し
て
、
授
業
科

目
の
開
設
、
実
務
家
講
演
会
、
実
践

力
育
成
講
座
等
の
事
業
を
展
開
し

た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
は
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の
講
義
内
容
の
充

実
、
イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
の
参
加
者
の
増

加
、
学
内
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
説

明
会
の
開
催
等
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

【
教
育
活
動
】
大
学
院

 

・
開
講
授
業
科
目
の
教
育
内
容
、
シ

ラ
バス
、
担
当
教
員
、
授
業
展
開
等
の

見
直
し
行
い
、
大
学
院
教
育
の
質
の

向
上
を
図
り
、
修
士
論
文
指
導
に
お

い
て
は
修
士
論
文
中
間
発
表
会
の
２

回
開
催
等
そ
の
充
実
に
努
め
た
。

 

・
臨
床
心
理
セ
ン
タ
ー
で
は
主
催
事
業

と
し
て
、
夜
間
事
例
研
究
会
、
児
童

福
祉
領
域
勉
強
会
を
引
き
続
き
開

催
し
た
。
人
間
福
祉
学
専
攻
で
は
震

災
関
連
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
な
ど
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

活
動
を
実
施
し
た
。

 

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科
は
設
置

に
向
け
文
部
科
学
省
と
の
事
務
相

談
を
行
い
、
申
請
書
類
等
の
準
備

を
行
っ
た
。

【
研
究
活
動
】

 

・
江
別
市
及
び
北
海
道
等
の
自
治
体

と
大
学
連
携
に
よ
る
研
究
を
実
施
、

ま
た
学
会
表
彰
、
学
会
基
調
講
演
、

科
研
費
研
究
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
だ
。

 

・
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
年
報

の
発
行
に
当
たって
は
、
論
文
に
つい
て

の
外
部
査
読
の
方
法
を
変
更
し
、
査

読
要
領
の
整
備
を
図
った
。

 

・「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業
」
の
補
助
金
申
請
が
採

択
さ
れ
、
地
域
住
民
参
画
型
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
と
北
海
道
全
域
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す
る
実
践
研
究
を

開
始
し
た
。

 

・
北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
の
各

教
員
は
ス
キ
ル
アッ
プ
を
は
か
る
た
め
、

各
種
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し

学
生
指
導
に
繋
げ
た
。

■
社
会
交
流
・
地
域
貢
献
等
に

　

関
す
る
事
項

 

・
高
大
連
携
活
動
に
つ
い
て
は
新
規

連
携
先
の
開
拓
及
び
活
動
の
本
格
化

が
ス
タ
ー
ト
し
、
提
携
先
の
高
校
等
の

ニー
ズ
に
対
応
し
、
教
員
・
学
生
等
を

派
遣
し
た
。

 

・
エク
ス
テ
ン
ション
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
学
生
の

登
録
と
外
部
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
依
頼
の
橋
渡
し
、
ま
た
新
規
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
の
募
集
等
を
行
っ
た
。
地

域
貢
献
に
関
し
て
は
、
地
域
か
ら
の
協

力
依
頼
に
基
づ
き
各
種
行
事
に
学
生

派
遣
の
対
応
を
とった
。

 

・
教
養
講
座
、
１
D
A
Y
セ
ミ
ナ
ー
、

公
開
講
座
の
実
施
に
よ
り
多
く
の
市

民
に
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
た
。  

・
高
等
学
校
と
の
連
携
強
化
の
た
め
、

平
成
23
年
度
は
延
べ
40
回
に
わ
た
る

出
張
講
義
を
実
施
し
た
。

■
学
生
支
援
に
関
す
る
事
項

 

・
東
日
本
大
震
災
の
被
災
学
生
に
対

し
、
学
生
及
び
保
護
者
の
被
災
状
況

等
に
よ
り
、
見
舞
金
、
学
生
支
援
の

た
め
の
授
業
料
免
除
、
修
学
支
援
金

の
支
給
等
の
就
学
・
経
済
支
援
を

行
った
。

 

・
教
員
採
用
検
査
対
策
と
し
て
は
、

ま
ず
道
内
外
の
採
用
検
査
状
況
の
広

報
及
び
学
内
説
明
会
等
を
実
施
し
、

採
用
検
査
受
験
状
況
及
び
合
格
者
の

把
握
に
努
め
た
。
受
検
対
策
と
し
て

は
教
職
セ
ン
タ
ー
主
催
と
し
て
４
期
に

わ
た
り
教
職
教
養
・一
般
教
養
対
策

の
講
義
、
面
接
指
導
、
模
擬
授
業
等

の
学
習
会
を
開
催
し
た
。
資
格
取
得

支
援
と
し
て
は
、
各
学
部
学
科
で
の

指
導
に
加
え
、
エ
ク
ス
テ
ン
ション
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
試
験
対
策
、
資
格
取

得
、
技
能
修
得
の
た
め
に
全
17
講
座

の
実
力
講
座
を
開
催
し
た
。

 

・
就
職
内
定
率
は
大
学
で
は
90
・

4
％
、
短
大
部
で
97
・
7
％
と
な
り
、

計
画
目
標
を
上
回
る
結
果
と
なった
。

保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

つい
て
は
、
就
職
活
動
の
勉
強
会
と
い

う
位
置
づ
け
を
はっき
り
さ
せ
、
学
外

で
の
実
施
と
し
た
。

■
学
生
確
保
に
関
す
る
事
項

 

・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
は
年
４
回
の
実

施
と
し
、
地
下
鉄
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
広

告
に
よ
り
広
報
し
、
参
加
者
は
延
べ

1
3
1
5
人
と
昨
年
1
3
0
9
人
に

比
し
て
微
増
で
あった
。

 

・
学
部
学
科
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョン
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
の
上
、
学
科
独
自
の
広

報
パン
フ
レッ
ト
の
作
成
、
在
学
生
出

身
校
へ
の
訪
問
、
学
科
通
信
等
の
発

送
等
に
よ
り
詳
細
な
情
報
提
供
を

行
った
。

 

・
北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
で

は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
は
計
画
通

り
毎
月
の
開
催
と
し
、
保
護
者
も
視

野
に
い
れ
た
学
生
募
集
を
行
った
。
ま

た
従
来
の
広
報
活
動
を
見
直
し
、
産

学
官
連
携
授
業
の
告
知
、
札
幌
ス
テ

ラ
プ
レ
イ
ス
等
の
商
業
施
設
を
利
用
し

て
の
告
知
・
広
報
を
行
った
。

■
同
窓
会
と
の
連
携
に

　

関
す
る
事
項

 

・
大
学
の
各
事
業
の
取
り
組
み
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス
、
卒
業
生
研
修

会
、
学
生
の
課
外
活
動
支
援
等
に
対

し
、
経
費
面
を
含
め
大
き
な
支
援
・

協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
東
日
本
大

震
災
被
災
児
童
の
リ
フ
レッ
シュ
プ
ロ

グ
ラ
ム
及
び
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ

ア
ー
の
企
画
、
開
催
、
経
費
の
負
担

等
、
さ
ら
に
被
災
地
へ
派
遣
す
る
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
補
助
な
ど
多
く
の

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

■
運
営
・
管
理
の
改
善
及
び

　

効
率
化
に
関
す
る
事
項

 

・
短
期
大
学
部
は
平
成
24
年
度
か
ら

人
間
総
合
学
科
を
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

学
科
に
名
称
変
更
し
入
学
定
員
を

1
2
0
人
か
ら
80
人
に
変
更
す
る
届

出
を
行
った
。

 

・
内
部
監
査
室
が
行
う
年
次
計
画

に
よ
る
監
査
に
よ
り
、
事
務
局
各
部

署
の
人
・
シ
ス
テ
ム
が
機
動
的
に
発
揮

さ
れ
、
牽
制
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い

る
か
の
確
認
が
さ
れ
た
。

■
財
務
内
容
の
改
善
に

　

関
す
る
事
項

 

・
各
予
算
管
理
部
署
は
、
予
算
執

行
状
況
を
把
握
し
適
切
な
経
費
執
行

に
努
め
、
予
算
管
理
委
員
会
に
お
い

て
も
予
算
執
行
状
況
の
把
握
に
努
め
、

統
制
を
図
った
。

 

・
総
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
退
職
教

職
員
の
不
補
充
、
賞
与
削
減
、
学
内

理
事
手
当
凍
結
、
時
間
外
手
当
の
削

減
等
抑
制
に
努
め
た
。

■
点
検
評
価
・
情
報
公
開
に

　

関
す
る
事
項

 

・
年
次
報
告
書
（
平
成
22
年
度
）

を
作
成
、
冊
子
配
付
に
加
え
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
ま
た
学

校
教
育
法
施
行
規
則
の一部
改
正
に

伴
い
、
教
育
研
究
活
動
の
情
報
の
公

表
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
応
す
る
た

め
、
教
育
情
報
公
表
の
内
容
の
充
実

を
は
か
り
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
集

約
し
て
公
表
し
た
。

 

・
外
部
に
対
す
る
情
報
の
提
供
につい

て
は
、
学
園
新
聞
（
年
２
回
発
行
）

と
保
護
者
懇
談
会
の
開
催
、
ま
た
保

護
者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ニュ
ー
ス
更
新
等
折
あ
る

ご
と
に
学
園
の
情
報
提
供
を
行
った
。

■
そ
の
他
の
業
務
運
営
に

　

関
す
る
事
項

 

・
自
衛
消
防
訓
練
と
し
て
地
震
及
び

出
火
想
定
に
基
づ
い
て
、
校
内
放

送
・
指
揮
本
部
の
設
置
、
通
報
・
避

難
誘
導
等
に
つ
い
て
訓
練
を
実
施
し

た
。

 

・
日
常
的
な
消
灯
の
励
行
、
ま
た
誘

導
灯
（
蛍
光
灯
）
1
8
0
本
の

L
E
D
化
を
図
る
な
ど
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
の一環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

平
成
23
年
度 

事
業
概
要
報
告

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム

ペー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.hokusho-u
.ac.jp
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［学校法人の概要］

学校名・学部・学科名等
北翔大学大学院
　人間福祉学研究科
　生涯学習学研究科
北翔大学
　人間福祉学部
　生涯学習システム学部
　生涯スポーツ学部
北翔大学短期大学部
　人間総合学科
　こども学科
　専攻科
北海道ドレスメーカー学院
法　　人　　合　　計

入学定員
16
10
6

460
160
140
160
320
120
140
60
180
976

入学者数
9
3
6

400
90
97
213
214
62
152
－
59
682

編入定員
－
－
－
155
45
90
20
－
－
－
－
－
155

卒業者数
15
7
8

408
122
286
－
201
61
140
－
71
695

 在学生数
32
18
14

1,732
453
672
607
444
136
308
0

121
2,329

収容定員
32
20
12

2,215
865
850
500
610
270
280
60
320
3,177

理　　　事
監　　　事

常　勤 非常勤 計
7
0

3
3

10
3

設置学校・学部・学科等の名称及び学生・生徒数 ＊平成23年５月１日現在（単位:人）

役員数 ＊平成23年５月１日現在（単位:人）

学校長
副学校長
教授（諭）
准教授
講師
助手
本務教員計
兼任講師
本務職員

0
0
0
0
0
0
0
0
3

2
0
15
11
7
1
36
̶
15

0
1
17
9
1
0
28
－
22

0
0
18
7
2
0
27
－
20

2
1
50
27
10
1
91
239
57

0
0
7
3
3
0
13
－
10

0
1
6
4
1
0
12
－
5

0
1
13
7
4
0
25
53
15

1
1
8
0
0
0
10
31
3

3
3
71
34
14
1

126
323
78

法人部門 法人合計北海道ドレス
メーカー学院

北翔大学 北翔大学短期大学部
生涯学習
システム学部

生涯スポーツ
学部人間福祉学部 こども学科 人間総合学科計 計

教員・職員数 ＊平成23年５月１日現在（単位:人）

［平成23年度決算概要］

　資金収支計算書とは、その年度の法人の諸活動に対応する収入及び支出の全て、並びにその年度における支
払資金の流れを明らかにするためのものです。そのため、次年度の収入となる前受金収入や施設設備に関する支
出及び借入金返済支出等、資産・負債に係るものについても計上されます。

　平成23年度の資金収入は合計は72億5千7百万円となり、前年度に比べ3千5百万円増加しました。
　資金支出では、長期国債の購入により次年度に繰り越す支払賃金は、前年度より5億4百万円減少し、38億4
千3百万円となりました。

資金収支計算書（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）
　消費収支計算書とは、法人の経営状況を把握するためのものであり、「基本金」という学校法人会計独自のものを
除くと企業会計の損益計算書と類似しています。そのため、資産・負債等に伴う収支は除かれる一方、退職給与引当
金繰入額、減価償却額、資産処分差額、現物寄付金等、資金の収支を伴わない金額も計上されます。

　平成23年度の帰属収入は29億8千6百万円であり、前年度に比べ2億2千6百万円の減少となりました。これは主に
学生生徒等納付金と補助金の減少によるものです。基本金組入額7千万円により、29億1千7百万円が消費収入と
なります。消費収入では前年度に比べ1億9千2百万円の減少となりました。

　消費支出の合計は34億6千4百万円となり、前年度に比べ4億3千8百万円の増加となりました。これは、平成23年2
月17日付け文部科学省高等教育局私学部参事官通知「退職給与引当金の計上等に係る会計方針の統一につい
て」に基づき、単年度の経理処理として退職給与引当金特別繰入額の4億5千万を一括計上したことによるものです。
　消費収入から消費支出を差し引いた差額は、上記経理処理が主たる要因で5億4千7百万円の支出超過となりました。

消費収支計算書（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）

※単位を千円としているため、本表で計算をした場合、合計等が一致しない場合があります。

　貸借対照表とは、決算時（年度末）における資産・負債・基本金及び収支差額を把握するもので、法人の財政状態
を表しています。

　平成23年度末の資産は174億9千6百万円であり、前年度末に比べ3億2百万円減少しています。有形固定資
産は減価償却により減少しました。また、長期国債の購入により流動資産からその他固定資産に資産が振り替わり
ました。

　固定負債は長期借入金等1億8千3百万円の減少と、退職給与引当金4億1千5百万円の増加により2億3千2
百万円増加しました。一方、流動負債は、短期借入金3千万円と前受金2千6百万円の減少により5千6百万円減
少し、負債の部合計は1億7千6百万円増加しました。

　総資産から総負債を差し引いた正味財産は145億1千9百万円となり、前年度に比べ4億7千7百万円の減少と
なりました。

貸借対照表（平成24年3月31日）

　　  科　目
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

■消費収入の部

※単位を千円としているため、本表で計算をした場合、合計等が
　一致しない場合があります。

（単位：千円）
予　算  
2,563,090
23,300

0
207,460
26,790

0
38,970
114,410
2,974,020
△96,710
2,877,310

決　算  
2,572,303
23,519
1,965

204,570
28,917

50
39,786
115,307
2,986,418
△69,668
2,916,750

差　異  
△9,213
△219
△1,965
2,890
△2,127
△50
△816
△897

△12,398
△27,042
△39,440

　　  科　目
人件費
教育研究用経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能額
徴収不能引当金繰入額

〔予備費〕

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額 
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

■消費支出の部 （単位：千円）
予　算  
2,057,937
1,179,177
295,149
25,420
1,736

0
7,500

（51,000）
0

3,566,919
689,609
1,380,169
2,069,779

決　算  
2,057,929
1,096,463
274,208
25,145
5,364
964
3.655

3,463,728
546,979
1,380,169
1,927,148

差　異  
8

82,714
20,941
275

△3,628
△964
3,845

0

103,191

　　  科　目
人件費支出
教育研究用経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

■支出の部 （単位：千円）
予　算  
1,643,064
748,789
239,507
25,420
182,940
74,482
54,800
501,701
119,108
（48,002）

2,998
△87,810
3,786,778
7,291,777

決　算  
1,643,064
666,075
219,697
25,145
182,940
64,495
48,060
501,701
119,108

△56,506
3,842,976
7,256,755

差　異  
0

82,714
19,810
275
0

9,987
6,740

0
0

2,998

△31,304
△56,198
35,022

　　  科　目
学生生徒納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

■収入の部 （単位：千円）
予　算  
2,563,090
23,300

0
207,460
26,790

0
38,970
114,410

0
678,280
85,779

△792,965
4,346,663
7,291,777

決　算  
2,572,303
23,519
300

204,570
28,917

60
39,786
114,707

0
626,379
93,701

△794,151
4,346,663
7,256,754

差　異  
△9,213
△219
△300
2,890

△2,127
△60
△816
△297

0
51,901
△7,922
1,186

35,023

※単位を千円としているため、本表で計算をした場合、合計等が
　一致しない場合があります。

　　　科　目
固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債・基本金・消費収支
差額の部合計

■負債・基本金・消費収支差額の部 （単位：千円）
本年度末 
2,100,987
876,925
2,977,912
16,445,652
△1,927,148

17,496,416

前年度末 
1,868,956
933,365
2,802,321
16,375,985
△1,380,169

17,798,136

増　減   
232,031
△56,440
175,591
69,667

△546,979

△301,720

　　   科　目
固定資産
　　  有形固定資産
   その他の固定資産
流動資産
資産の部合計

■資産の部 （単位：千円）
本年度末 
13,513,077
11,971,181
1,541,896
3,983,339
17,496,416

前年度末 
13,397,979
12,342,611
1,055,368
4,400,157
17,798,136

増　減   
115,098
△371,430
486,528
△416,818
△301,720

人件費
59.4%

教育研究経費
31.7%

管理経費…7.9%
その他…1.0%

補助金…6.9%
その他…7.0% その他

借入金利息
0.7%
資産処分差額
0.2%
徴収不能引当金
0.1%

その他
手数料…0.8%
寄付金…0.1%
資産運用収入…1.0%
事業収入…1.3%
雑収入…3.9%納付金…86.1%

消費支出の構成帰属収入の構成

流動資産…22.8%
その他の固定資産…8.8%

固定負債…12.0%
流動負債…5.0%

有形固定資産…68.4% 基本金…94.0%

0 20 40 60 80 100％ 0 20 40 60 80 100％

貸借対照表の構成（負債・基本金・消費収支差額）貸借対照表の構成（資産）

消費収支差額
△11.0%

012esults  Club, Circle
and
Other
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The



「─ともに創る、学園の明日─」
～× 翔る～

かけ

伊藤 みどり
北翔大学 同窓会「淑萃会」会長

同窓会「淑萃会」から

北翔大学大学院・編入学試験のご案内

24日（金） 第1期編入学試験　学内公開

7日（水）
17日（土）

第18回培花女子大学訪問研修（～11/13）
推薦入試、社会人・帰国子女特別選抜入学試験学内公開
（在学生立入禁止）

1日（土） 第2期編入学試験

27日（土） 第1期大学院入学試験　学内公開

2日（日）

8日（土）
16日（日）

5日（水）
保護者懇談会（本学会場）

保護者懇談会（北見・帯広・函館・仙台）
オープンキャンパス

創立記念日

共 通 行 事 予 定共 通 行 事 予 定

9月

10月

11月

25日（土） 第1期編入学試験

18日（日）

30日（金）

推薦入試、社会人・帰国子女特別選抜入学試験
（在学生立入禁止）
第2期編入学試験　学内公開

22日（土） 冬季休業（～1/6）

28日（日） 第1期大学院入学試験
介護支援専門員実務研修受講試験
（在学生立入禁止（体育施設以外））

21日（金） 後学期オリエンテーション
24日（月） 後学期講義開始
28日（金） 前学期学位記授与式

12月

8月

2012.8August～12DecemberEvent schedule
2012 年 8月～12月の行事予定

※本学卒業生および本学卒業見込者の入学金は免除になります。
※本学とは北翔大学、北翔大学大学院および北翔大学短期大学部です。
　（旧名称も含みます。）

お問い合わせ ： 
アドミッションセンター　TEL.011-387-3906（直通）

【6】学園新聞  2012.8.24 fri

川﨑 直樹

北翔大学 人間福祉学部
准教授

久末 久美子

北翔大学
人間福祉学部
准教授

今井 博康

北翔大学
人間福祉学部
教授

新川 貴紀

北翔大学
人間福祉学部
准教授

林 恭裕

北翔大学
人間福祉学部
教授・学部長

佐藤 郁子

北翔大学
人間福祉学部
講師

　
北
翔
大
学
人
間
福
祉
学
部
と
Ａ
Ｉ
Ｒ‐Ｇ（
エ
フ
エ
ム
北

海
道
）
の
共
催
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
体
験
し
た
温
か
い

出
来
事
な
ど
を
広
く
募
集
し
た
『
ほ
っ
こ
り
メ
ー
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』。
５
〜
７
月
の
３
か
月
間
、
毎
週
火
曜
日
21

時
台
に
Ａ
Ｉ
Ｒ‐Ｇ 『
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
９
』
内
で
オ
ン
エ
ア
ー

さ
れ
、
学
内
外
に
ほ
っ
こ
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
８

月
４
日
の
大
学
祭
で
は
、
優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
授
賞

式
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
（
詳
し
く
は

Ｐ
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
人
間
福
祉
学
部
の
教
員
６
名
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
、
同
窓
会
「
淑
萃
会
」
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
人
間
福
祉
学
部
・
川
﨑
直
樹
准
教
授
と
淑
萃
会
・
伊

藤
み
ど
り
会
長
に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
﨑　
『
ほ
っ
こ
り
メ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、

淑
萃
会
様
か
ら
多
大
な
る

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
藤　
淑
萃
会
で
は
、
夢

が
感
じ
ら
れ
る
積
極
的
な

取
り
組
み
を
で
き
る
限
り

応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

は
、
３
月
に
川
﨑
先
生
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
際
、
人
間
福
祉
の
目

的
と
は
、
つ
ま
り
〝
ほ
っ

こ
り
〞
な
の
だ
と
伺
っ
て
。

な
る
ほ
ど
、
敷
居
が
高
い

人
間
福
祉
と
い
う
言
葉
で

す
が
、〝
ほ
っ
こ
り
〞
な
ら

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
み

を
も
っ
て
認
知
し
て
も
ら

え
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
ぜ
ひ
資
金
面
を
含

め
て
応
援
し
た
い
と
思
っ

た
ん
で
す
。

川
﨑　
勇
気
を
出
し
て
伊

藤
会
長
の
も
と
を
訪
れ
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
ご
快
諾

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
私

は
ま
ず
そ
こ
で
、
ほ
っ
こ

り
し
ま
し
た
（
笑
）

伊
藤　
ラ
ジ
オ
を
使
う
の

も
良
か
っ
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
言
葉
が
染
み
入
る
よ

う
に
入
っ
て
く
る
メ
デ
ィ

ア
で
す
よ
ね
。
た
だ
、
す

で
に
３
月
、「
今
か
ら
５
月

ス
タ
ー
ト
に
間
に
合
う

の
？
」
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
し
た
ね
（
笑
）

川
﨑　
は
い
、
も
う
ギ
リ

ギ
リ
で
（
笑
）。
私
は
大
学

説
明
会
な
ど
で
よ
く
高
校

生
に
会
う
の
で
す
が
、
福

祉
に
興
味
が
あ
る
生
徒
は

少
な
く
な
い
も
の
の
、「
大

変
そ
う
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
先
行
し
て
い
る
ん
で

す
。
そ
ん
な
中
で
人
間
福

祉
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
べ
き
な
の
か
、
以

前
か
ら
教
員
間
で
話
し
合

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
３
月
に
一
つ
の
か
た
ち

が
見
え
て
き
た
も
の
で
す

か
ら
、
一
念
発
起
で
会
長

に
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ

い
た
次
第
で
す
。

伊
藤　
来
て
い
た
だ
い
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
。

前
向
き
な
話
は
大
好
き
で

す
か
ら
。
川
﨑
先
生
が
汗

び
っ
し
ょ
り
で
熱
心
に
説

明
し
て
く
れ
て
、
一
緒
に

や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

川
﨑　
資
金
面
の
み
な
ら

ず
、
淑
萃
会
様
の
機
関
誌

と
一
緒
に
チ
ラ
シ
を
配
布

す
る
な
ど
広
報
面
で
も
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
反
響
は
絶
大
で
、
全

国
の
卒
業
生
か
ら
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
藤　
北
海
道
か
ら
離
れ

て
暮
ら
す
人
に
は
、
北
海

道
自
体
が
〝
ほ
っ
こ
り
〞

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
地
元
で
こ
ん
な

企
画
を
や
っ
て
い
る
な
ら
、

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
っ

て
く
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
人

間
誰
し
も
、
ほ
っ
こ
り
し

た
い
ん
で
す
よ
。
一
方
で

日
常
生
活
の
忙
し
さ
か
ら
、

ほ
っ
こ
り
に
対
す
る
感
度

が
つ
い
つ
い
鈍
っ
て
し
ま

う
。
私
自
身
、
自
分
の
中

に
そ
ん
な
発
見
が
あ
っ
て
、

心
の
ア
ン
テ
ナ
を
調
整
で

き
た
と
い
う
点
で
も
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ

て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

川
﨑　
そ
れ
は
本
当
に
大

切
で
す
よ
ね
。
意
識
化
さ

れ
な
い
ほ
っ
こ
り
体
験
が
、

実
は
日
常
の
中
に
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤　
高
校
生
か
ら
の
作

品
も
多
く
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
一
つ
に

「
学
校
祭
の
準
備
で
段
ボ
ー

ル
を
集
め
る
際
、
近
所
の

皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
ほ
っ

こ
り
し
た
」
と
い
う
作
品

が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
社

会
が
ま
だ
ま
だ
機
能
し
て

い
る
ん
だ
な
と
、
す
ご
く

心
に
残
り
ま
し
た
。

川
﨑　
私
が
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、
あ
る
回
に
お
母

さ
ん
か
ら
お
子
さ
ん
に
関

す
る
ほ
っ
こ
り
が
届
い
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
を
聴
い

た
お
子
さ
ん
か
ら
お
母
さ

ん
へ
の
ア
ン
サ
ー
ほ
っ
こ

り
が
来
ま
し
て
（
笑
）。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ま

く
使
っ
て
も
ら
え
た
な
と

感
じ
ま
し
た
。

伊
藤　
ど
の
作
品
も
本
当

に
素
敵
で
、
ラ
ジ
オ
を
聴

く
度
に
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
﨑　
そ
う
で
す
ね
。
誰

か
の
ほ
っ
こ
り
が
、
別
の

誰
か
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
る

シ
ェ
ア
の
連
鎖
が
随
所
に

見
え
て
、
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
放
送
は

い
っ
た
ん
終
了
で
す
が
、

今
後
も
ほ
っ
こ
り
の
輪
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

伊
藤　
淑
萃
会
も
ぜ
ひ
協

力
し
ま
す
。
在
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、
ほ
っ
こ
り
の

感
情
を
い
っ
ぱ
い
経
験
し

て
卒
業
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
か
ら
ね
。

川
﨑　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 本学では、学生の皆さんのボランティア活動機会の提供と、あわせて大学が
地域貢献の役割を果たすため、エクステンションセンターが中心となってボラン
ティア活動支援を行っています。 
 ボランティア活動希望者は、下記までご連絡いただくか、直接お申し出ください。

平成２５年１月７日（月）～１月２１日（月）［必着］

試験日 ２月３日（日） 合格発表日［予定］２月１３日（水）

願書受付期間

大学院第２期　入学試験

平成２４年１１月１２日（月）～１１月２０日（火）［必着］

試験日 １２月１日（土） 合格発表日［予定］１２月８日（土）

願書受付期間

編入学 第2期　入学試験

平成２４年９月２４日（月）～１０月１２日（金）［必着］

試験日 １０月２８日（日） 合格発表日［予定］１１月３日（土）

願書受付期間

大学院第１期　入学試験

北翔大学エクステンションセンター （1号棟1階来客玄関ホール横）
電  話　０１１-３８７-３９３９　ＦＡＸ　０１１-３８７-３７４６　Ｅmail　kouzacen@hokusho-u.ac.jp

ボランティア活動をしてみようと考えている学生の皆さんへ

　創立５０周年記念事業の一環として、パル会館横の空き地にパルグラ
ウンドを設置、総工費１，１００万円を寄付させていただきました。多目的に
使用可能。授業はもちろん車いす野球もできる硬めの仕上げ。校外にグラ
ウンドを求めていた女子ソフト部、１２０名の部員を抱える野球部等々がお
おいに利用し、存分に活用して欲しいと願います。

パルグラウンドを寄付

〝
ほ
っ
こ
り
〞
で
、
人
間
福
祉
に
親
し
み
を
。

ほっこりメールプロジェクト推進メンバー

　9月16日（日）、3月9日（土）に、オープ
ンキャンパスが開催されます。
　学科説明と体験授業や無料ランチ
体験など多彩なイベントが目白押しの
内容となっております。
　ご家族や身の回りの、本学へ興味
をお持ちの方へは、奮ってご参加くだ
さるよう、ぜひお声がけをお願いいたし
ます。各地方都市より無料送迎バスも
運行いたします。
　学生スタッフ・教職員一同、多数の
ご参加を心よりお待ちしております。

オープン
キャンパス
9.16（日） 3.9（土）2012 2013

7月14日に行われた、こけらおとしの風景
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